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エグゼクティブ サマリー 
「リテール向け耐性強化」の取り組みは、POSプラットフォームに適した素材お
よび部品の選定から始まります。HPが選択したのはスチール シャーシやゴールド
メッキ コネクタといった、長時間の使用や極端な温度に耐えられる素材です。小
売業およびサービス業の環境のスペースの制約を考慮し、柔軟性がありながら、
店舗環境に必要な電力およびセキュリティ機能を備えたインターフェイスを選択
しました。 

POSシステムの素材と部品の選定では環境面も考慮し、リサイクル率が90%を超え
る素材と部品を使用してプラットフォームを構築するよう努めました。この数値
はWEEE（Waste Electrical and Electronic Equipment）の要件を大幅に上回っています。 

「リテール向け耐性強化」の取り組みは、HP POSプラットフォームの設計と製造
にも表れています。耐久性を考慮した設計は、小売業およびサービス業における
利用環境の日々の消耗に耐えることができ、エネルギー効率にも優れています。
HP POSプラットフォームがアイドル時に消費する電力は、60 Wの電球1個の消費電
力を下回ります。 

製品が小売業およびサービス業の環境に適した耐久性を備えているかどうかは、
試験工程を通じて確認されます。HP POSシステムは狭い空間に収容されることも
あれば、熱温度が高くなる屋根付きの屋外環境下で使用されることもあるためで
す。また、HP POSシステムは電力および電気信号の完全性も考慮して製造されて
います。 

極端な環境でもPOSシステムが稼働し続けられるよう、HPではさまざまな試験を
実施しています。 

製品外観の素材および部品の試験を実施し、それらが店舗環境の消耗に耐え、損
傷しないことを確認しています。製品内部のシステムおよびコンポーネントにも
厳格な試験を実施し、AC電源や外気温などの因子に変動があっても正常に動作す
ることを確認しています。また、衝撃と振動の試験も実施しています。 
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エグゼクティブ サマリー 
その他の素材や設計因子、試験も利用して、HP POSシステムがさまざまな店舗環
境での使用シナリオに対応できるようにしています。ケーブル構造、診断に関す
る表示、セキュリティ機能といった設計因子は、HP POSシステムに限ったもので
はありませんが、POSシステムの信頼性や耐久性、小売業のニーズへの対応に大
きく役立っています。 
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リテール向け耐性強化 
HP POSプラットフォームは、信頼性と耐久性を考慮して小売業およびサービス業
向けに設計されました。企業が使用するPOSシステムには、小売業およびサービ
ス業の環境特有の消耗への耐性が必要です。長時間の使用や、一般的なコン
ピューティング デバイスよりも高い温度下での使用、粉じんや不慮の衝撃にも耐
えられる必要があります。障害によるダウンタイムが発生すれば、収益と生産性
に大きく影響します。 

小売業およびサービス業のニーズを踏まえ、HPでは適切な設計と試験を実施し、
HP POSシステムが高い基準をクリアできるよう取り組んでいます。私たちはこの取
り組みを「リテール向け耐性強化」と呼んでいます。このホワイトペーパーでは、
「リテール向け耐性強化」設計の実現に向け、HPが何をどのように実施しているか、
いくつかの手順について説明します。入念な部品および素材選定から、設計思想お
よび製造工程設計、極限試験の手法など、実施内容は多岐にわたり、これらはHP 
POSプラットフォームのひとつひとつに取り入れられています。この取り組みの結
果、HP POSシステムは業界最高レベルの品質と堅牢性を実現しています。 

シンプルに表現するならば、HP POSプラットフォームは高い堅牢性を備えたハー
ドウェアであると言えます。 

素材および部品 

HP POSプラットフォームを構成する素材および部品は、小売業またはサービス業
の環境向けの堅牢な製品の実現に非常に重要です。HPはPOSシステムが一体どの
ような場所でどのように利用されているかに着目しました。多くは粉じんなどの
多い、小さなスペースで、非常に忙しく利用されています。 

次のセクションでは、次の各部で使用されている「リテール向け耐性強化」のた
めの素材と部品について説明します。 

 シャーシ構造  
 高品質コネクタ 
 高耐久性コンデンサー  
 堅牢な電源装置 
 豊富で柔軟な接続性  
 素材のリサイクル性
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リテール向け耐性強化 
素材および部品 

シャーシ構造 

小売業およびサービス業の環境に耐えられる素材と部品が選択されています。
シャーシには紫外線耐性と耐火性を備える厚手のシート メタルとプラスチック
を採用しました。 
 
内部のプラスチックにも、もっとも難燃性評価が高いものが使用されていま
す。さらに、シャーシの継ぎ目とエッジの多くはヘミング加工されており、各
部に必要な強度と耐久性を備えています。モジュラー型の POS シャーシは、ゆ
がみや曲がりを生じることなく 34 kg の耐荷重試験をクリアしています。どの
ような小売業、サービス業の環境にも、すべての HP POS 製品モデルのシャー
シが対応できるようになっています。 

ゴールドメッキ コネクタ 

内部および外部のコネクタの大部分には金メッキが施された高品質のコネクタ
が使用されています。さまざまな環境で長時間連続使用される POS システムで
は、コネクタの腐食や、POS プラットフォームと POS 周辺機器間の接続ポイン
トで障害が発生する可能性があります。ゴールドメッキ コネクタは装着寿命が
長く、腐食の影響を受けにくい性質を持ちます。さらに、HP POS システムのコ
ネクタは、そのほとんどがラッチ機能を備えています。 
 
たとえば、シリアル、パラレル、およびビデオ コネクタにはネジ型ロックが使
用されています。LAN ポートと電源供給機能付き USB ポートもラッチ機構を備
えています。繁忙を極める小売業およびサービス業の環境では、POS システム
に人や物が衝突する、またはケーブルが引っ掛かり抜けてしまうなどの危険性
があります。ラッチ機構を備えたポートであれば、周辺機器が POS システムか
ら外れる危険性を防ぐことができます。 
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リテール向け耐性強化 
素材および部品 

高耐久性コンデンサー2 

多くの小売業およびサービス業の環境では、POS システムを狭い場所に設置し
て長時間使用するため、熱条件が高くなりがちです。そのため、コンデンサー
などの部品にはこのような極端な条件下でも正常に動作する能力が求められま
す。HP では、耐久性に優れた高品質のコンデンサーのみを採用し、耐用寿命を
延ばし、熱の影響を受けにくくしています。 
 
基本的なコンデンサーの定格時間は最高温度定格で 3,000〜4,000 時間です。こ
れは小売業およびサービス業の環境に当てはめると、何年にもわたり膨張も故
障もなく使用できることになります。すべてのコンデンサーをシステムが最大
の熱量を発生させる条件下でテストし、周囲環境温度が 40℃まで上がる場所に
POS システムが設置されても、コンデンサーがその熱に耐えられることが保証
されています。 
 
つまり、HP POS システムは長寿命設計で、POS 環境の苛酷な要求に応えられ 
ます。 
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リテール向け耐性強化 
素材および部品 

堅牢な電源装置 

HP の POS システムには強力で堅牢な電源装置が使用され、各周辺機器に個別
に付属する「パワー ブリック」（多くの周辺機器に付属する外付け AC アダプ
ター）を利用せず、周辺機器に必要な給電を行うことができます。HP POS の電
源装置が多くの POS 用周辺機器の電源供給に耐えられ、スペースが貴重である
小売業やサービス業の環境でも、使用する AC アダプター（「パワー ブリッ
ク」）が少なくなり、接客カウンター上で自由に使えるスペースを確保すること
ができます。HP POS に内蔵される電源装置の定格は、POS システムとしての稼
働に必要とされる電力をはるかに上回るため、一般的な POS 周辺機器にも必要
な電力を供給できます。 
 
HP の電源装置は耐久性の高いコンデンサーとボールベアリング ファンのみを
使用して設計されています。そのため高い熱条件と長時間使用に耐えることが
でき、POS システムの使用時間が長い店舗にも対応できます。 

豊富で柔軟な接続性 

HP POS プラットフォームは柔軟性に優れ、標準的な I/O 接続を提供するだけでな
く、給電を必要とする POS 周辺機器用に POS 特有の I/O 接続も備えています。 
 
そのため外部周辺機器のための「パワー ブリック」を置く必要がなくなり、
ケーブルを乱雑に散乱させることなく、貴重な接客カウンターのスペースを有
効に活用することができます。HP の POS システムのすべてのプラットフォー
ムは、「Powered USB」ポートを選択できるほか、給電の設定が可能な
「Powered シリアル」ポートを備えています。 
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リテール向け耐性強化 
素材および部品 

豊富で柔軟な接続性 

電源供給機能付きポートのメリットは以下のとおりです。 

柔軟性： 

Powered USB ポートでは、Powered USB と標準 USB 2.0
のどちらのタイプの周辺機器でも使用できます。また、
USB-Type C を利用する周辺機器に対応させることで、将
来にも備えることができます。 

電源供給力： 

Powered USB ポートと Powered シリアル ポートから POS
周辺機器に電力を供給できるため、POS 周辺機器に通常
付属している外部電源アダプター（パワー ブリック）
が不要になります。 

保護力： 

Powered USB、標準的な USB、シリアル、VGA、および
PS/2 の各ポートはポリヒューズ保護を備えているた
め、過電流やアース（接地）短絡によって周辺機器に異
常が発生しても、ポリヒューズが開いてプラットフォー
ムを恒久的な損傷から保護します。 
 
ポリヒューズは自己リセットされます。つまり、トリッ
プ状態後にリセットされて、自動的に回路が有効にな
り、ポートも再び正常に機能し始めます。 
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リテール向け耐性強化 
素材および部品 

豊富で柔軟な接続性 

電源供給機能付きポートのメリットは以下のとおりです。 

ロック機能： 

Powered USB ポートはセルフラッチ機能を備えており、
POS 周辺機器コネクタがポート内でロックされます。ま
た、シリアル ポートはネジ型ロック機能を備えている
ため、シリアル  ポートを使う周辺機器のコネクタを
ポートに確実に挿入できます。 
 
これらは、店舗のような繁忙を極める利用においては重
要な機能です。ラッチ機能があれば、何かの拍子に発生
するケーブルの脱落を防ぐことができます。 

素材の 
リサイクル性： 

すべての HP POS プラットフォームは環境を考慮した設
計になっています。HP では POS プラットフォームを構
築するうえで、リサイクル率が 90%を超える素材と部
品を使用することを目標にしています。 
 
これは WEEE（Waste Electrical and Electronic Equipment）
が定める「システム内のリサイクル率 65%以上、埋め
立て処理率 25%未満」の要件を大幅に上回る数値で
す。設計上、製品の大部分がリサイクル可能であるた
め、環境への影響の低減と廃棄物の埋め立て量の削減に
つながります。 
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リテール向け耐性強化 
設計思想 

HPのPOSシステムは小売業およびサービス業の環境を考慮した設計になっており、
頑丈でありながらエネルギー効率にも優れています。POSプラットフォームの設
計では、小売業またはサービス業の環境の消耗に耐え、障害なく連続稼働が可能
な製品の実現に注力しました。次のセクションでは、以下の項目の設計思想につ
いて説明します。 

 シャーシの安定性  
 エネルギー効率  
 RoHS規制  
 熱耐性 
 ボードの屈曲試験、染料吸着試験、断面確認  
 TDR/PCBインピーダンス 
 電源サイクル 
 防塵および防水性 

 

シャーシの安定性 

シャーシ自体の強度に加え、安定性は POS システム、特に HP Engage One All-in-
One ファミリーにとって重要な要素です。 
 
タッチ スクリーンを操作する際に、画面とシステムが安定していないと、迅速
で正確な入力を快適に行うことはできません。システムの重量と本体構造は、
シャーシの安定性と快適なユーザー エクスペリエンスの両方を提供するよう設
計されており、どのような小売業、サービス業の環境にも、シャーシが対応で
きるようになっています。 

 
 
  



テクニカル ホワイト ペーパー | HP POS 12 

リテール向け耐性強化 
設計思想 

エネルギー効率 

HP POS プラットフォームはエネルギー効率を考慮した設計になっており、アイ
ドル時または電源オフ時に貴重な電力を浪費しません。HP POS プラットフォー
ムがアイドル時に消費する電力は、60 W の電球 1 個の消費電力を下回ります。
すべての POS プラットフォームは、オフ時（電源コンセント接続時）の電力消
費が最新の欧州連合（EU）規定に準拠するように設計されています。この指令
では EU に出荷されるすべてのシステムについて 0.5 W 未満の消費電力を要求し
ています。この規定は本来 EU に出荷される製品に求められる基準ですが、HP
が世界のその他の地域に提供する POS プラットフォームもすべてこの基準を満
たしています。 

RoHS 規制 

HP のすべての POS プラットフォームは RoHS（Restriction of Hazardous 
Substances）規制に準拠するように設計されています。RoHS では、鉛、水銀、
六価クロム、ポリ臭化ビフェニル（PBB）、ポリ臭素化ジフェニル エーテル
（PBBDE）、カドミウムなどの有害物質を、RoHS 規制で定められている上限か
ら大幅に減らすよう求めています。 

熱耐性 2 

引き出し、扉を閉めたキャビネットやクローゼット内、極小スペース、屋根付
きの屋外環境など、POS システムはさまざまな温度環境にさらされます。その
ため HP POS システムは、40°C/104°F の周囲温度と 85%の相対湿度環境で動
作するよう設計されています。数多くの試験を実施し、部品と素材の評価を重
ねて設計を確認し、この基準を満たすようにしています。 
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リテール向け耐性強化 
設計思想 

ボードの屈曲試験、染料吸着試験、断面確認 2 

繁忙を極める小売業およびサービス業の環境では、POS システムの移動が多く、
人や物との接触の可能性が頻繁に発生します。そのため HP ではボードの屈曲試
験と染料吸着試験を実施し、そのような衝撃を受けても回路基板が正常に動作す
ることを確認しています。マザーボードの屈曲試験を実施した後に、染料吸着試
験を実施し、繊細な BGA（Ball Grid Array）接合のはんだ付けが十分であることを
確認します。ボードの耐屈曲性をテストした後に、ボードを特殊な染料に浸しま
す。染料が硬化したら、すべての BGA を取り外し、ボールおよびパッドを検査
します。ボールおよびパッド表面の 50%を超えて亀裂が確認された場合、その
設計は却下されます。ボードまたはシャーシ（またはその両方）の設計を見直
し、許容される結果が得られるまでこの手順を繰り返します。 
 
その後マザーボードを切断し、その断面からすべてのスルーホール バレルを検
査し、適切なメッキ加工が施され、はんだが十分に広がっていることを確認し
ます。表面のすべての実装部品を高倍率の顕微鏡で目視検査を行い、十分なは
んだ付けが施されていること、および製造工程中にパッドが浮き上がっていな
いことを確認します。このような工程により、耐屈曲性と耐障害性の高いマ
ザーボードと、高い品質の製造工程を設計しています。 
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リテール向け耐性強化 
設計思想 

TDR/PCB インピーダンス 

小売業およびサービス業のビジネスは POS システムに支えられています。その
ため、システムの安定性は非常に重要です。HP では時間領域反射率測定法
（TDR）を使用して、マザーボード、ライザー カードおよびドーター カードの
すべてのプリント回路基板（PCB）トレースのインピーダンスを測定し、イン
ターフェイスのガイドラインで定められている仕様の範囲内にあることを確認
しています。インピーダンスの測定値が仕様を外れている場合、仕様内に収ま
るようボード設計を見直します。 
 
これにより、良好な電気的および電磁的シグナル インテグリティが確保され、シ
ステムに安定性をもたらします。AC 電源と熱条件が不安定な環境でソフトウェ
ア アプリケーションを集中使用するような場面では特に効果を発揮します。 

電源サイクル 

POS システム内のすべての電圧調整器、制御信号、およびクロック信号が正し
くオンおよびオフを繰り返すよう、HP では設計およびプロトタイプ フェーズ
と、製造から稼働に至るまでのすべての期間中に電源サイクル試験を実施して
います。 
 
電源サイクル試験はコールド電源サイクルとウォーム電源サイクルで行われま
す。前者は交流（AC）電源（電源コンセントからの電力）を遮断する試験で、
後者は POS システムを電源コンセントに接続し AC 給電を続けた状態で正常に
シャットダウンします。 
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リテール向け耐性強化 
設計思想 

防塵および防水性 2 

HP Engage One モデルおよび HP POS キーボードの鍵盤部は IP（ Ingress 
Protection）規格に適合するように設計され、規定の防水性があります。HP 
Engage Flex システムは粉じんの侵入を最小限に抑え、粉じんによる操作干渉
を防止します。また、レストランやカフェテリア、その他のサービス業の環境
に共通する「濡れた手」による操作にも耐性があります。 
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リテール向け耐性強化 
試験手法2 

HPの使命は、信頼性と耐久性に優れた小売業およびサービス業向けPOSプラット
フォームを提供することです。この使命を果たすため、入念な試験を実施し、極
端な条件下でもPOSシステムが障害なく動作し続けることを確認しています。次
のセクションでは、以下の各部で実施される試験について説明します。 

 製品外観の素材および部品  
 内部システム 
 電源および熱の変動  
 衝撃および振動 

外観試験 

小売業およびサービス業の環境では通常、POS システムは人目に付きやすく、
店内で最も注目される場所に設置されます。そのため、POS システムは美観を
保てることが重要であり、製品の表面は衝突やひっかきに強く、販売商品や消
耗品、インク、テープなどの POS 上へ落下の衝撃にも耐えられる必要がありま
す。すべての HP POS シャーシには耐久性のあるコーティングと仕上げが施さ
れており、腐食への耐性があります。すべての試験は低温および高温の多湿の
条件下で実施されます。  
当工程において、「塗装膜厚試験」では、シート メタルの表面全域にわたって
塗装面が均一の厚みで塗装されていることを確認します。「粘着試験」では、粘
着テープやゴム足付きの部品、付箋紙によって仕上げが損傷しないことを確認
します。「摩耗試験」では 300 サイクル回の実施後、塗装の剥離が発生してい
ないことを確認します。「染料吸着退色試験」では、インク、コーヒー、ワック
ス、口紅、石鹸、粉石鹸、鉛筆/ペンを使用して表面に着色や退色が発生しない
ことを確認します。「紫外線光試験」では、特殊な UV 光をシステムに 100 時
間、70°C の温度で照射し、退色が発生しないことを確認します。各試験の後
に外部表面を検査します。傷が見つかった場合、設計は却下されます。設計ま
たは製造工程（またはその両方）を見直し、許容される結果が得られるまでこ
の手順を繰り返します。 
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リテール向け耐性強化 
試験手法2 

電源装置工業試験 2 

前述のとおり、HP POS システムは過酷な環境で使用されることが多く、電源装
置が単一障害ポイントになることがあります。このリスクを軽減するため、さ
まざまな側面から電源装置を検査し、堅牢な設計と構造を実現しています。工
業試験では、はんだ接合、接着剤の粘着と位置、内蔵ヒート シンクの取り付け
構造、すべてのスルーホール コンポーネントの位置、内蔵ケーブルまたはワイ
ヤの取り回しについて確認されます。衝撃、振動、落下試験を実施し、はんだ
接合部に問題がないことを確認し、落下や衝突、振動、継続的な振動にさらさ
れてもシステムが動作し続けることを確認しています。 

バッテリ寿命試験 2 

バッテリ寿命試験では、POS システムへの給電が一定の時間を超えて途絶えた
ときに、CMOS に保存されている重要なシステム情報（ハードディスク ドライ
ブの構成、メモリー構成、プロセッサー情報、日付、時間など）が失われない
ことを確認します。バッテリ寿命試験では、システムへの電源コンセントから
の給電が一定時間を超えて途絶えたときに、ボタン型 CR2032 電池（電源コン
セントからの給電が途絶えると、この電池が重要な回路に電気を投入し続けま
す）の消耗が早すぎないことを確認します。定格寿命より早く電池が消耗する
場合、電気回路の設計を確認し、システムを AC 電源から切断したときに電池
に不要な負荷がかかっていないかを確認します。不要な負荷がかかっている場
合は、回路の設計を見直して、バッテリ寿命を最適化し、定格寿命より早く消
耗することがないようにします。 
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リテール向け耐性強化 
試験手法2 

ファンの信頼性 2 

小売業およびサービス業の環境はさまざまです。長時間営業する店舗も多く、
POS システム内のファンに障害が発生しないことが重要です。ファンが故障す
れば POS システムはオーバーヒートを起こし、停止する可能性があります。内
蔵ファンの障害からシステムを守るため、HP POS システムには高品質のボール
ベアリング ファンのみが使用されています。高品質のファンを選定するため、
異なるファンのサプライヤーからファンのサンプルを 55 個取り寄せ、70°
C/60% RH の湿度環境で 2,000 時間最高速度で回し続けます。これはファンに集
中的に負荷をかける試験です。 
 
基準に満たないファンはこの試験により排除されます。HP のファンは 2,000 時
間故障なく回り続けます。試験終了後、サンプリングにより 5 つのファンを分
解し、摩耗と腐食を評価します。ファンが故障した場合や異常な摩耗や腐食が
見つかった場合、HP はファンのサプライヤーと連携してファン設計の改善を図
りますが、検討の結果他のファン モデルやサプライヤーが選ばれることもあり
ます。ユーザーは内蔵ファンの障害による POS システムのオーバーヒートの心
配なく利用が可能です。 

システム互換性および統合試験（HSCIT） 

企業が使用する POS システムには、小売業特有のビジネス ニーズに応えられる
柔軟性が求められます。そのため HP では、設計したすべての POS システムに
対してシステム互換性および統合試験（HSCIT）を実施しています。この試験で
は、内部および外部のオプション部品や部品を組み合わせ、POS システムが正
常に動作することを確認します。内蔵および外付けモジュールとのさまざまな
組み合わせが HP POS システムでサポートされます。 
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リテール向け耐性強化 
試験手法2 

インターフェイス ストレス試験 

他の多くの電子デバイスと同じように、POS システムには重要な電気的イン
ターフェイスと回路が内蔵されています。HP の評価ラボでは各電気的インター
フェイスの性能を一連のストレス試験を通じてテストしています。ストレス試
験では、すべての電気的インターフェイスを極限利用して負荷をかけます。試
験は HP の ETD（Evaluation Test Design）チームによって作成され、業界のベン
チマーク アプリケーションとハイパワー アプリケーションが使用されます。 
 
主要なインターフェイスについては電圧とタイミングの限界試験を実施し、電
力とタイミング（クロック生成）の変動によってシステム ハングやブルー スク
リーン、再起動が発生しないことを確認しています。これらの試験は、POS シ
ステムの信頼性の向上と堅牢な設計につながっています。 

電力測定 

HP の POS システムは、一般的な小売業向けオプション製品（コンポーネント
または周辺機器）に加え、検証を経ていない周辺機器が予期せず接続されたよ
うな場合にも耐えられる堅牢性を備えています。すべての重要部品と他社製
（HP 以外）周辺機器の消費電力を確認し、各周辺機器の消費電力が電源装置か
ら提供される電力を超えないようにしています。 
 
デバイスのショートなど障害条件も確認しており、電源および内蔵されている
調整器はオーバーヒートの発生を防ぐためにシャットダウンするよう設計され
ています。このように POS システムは過負荷と恒久的な損傷から保護されてい
ます。 
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リテール向け耐性強化 
試験手法2 

静電気放電（ESD）2 

静電気放電（ESD）は前触れなく発生することがあり、ESD で POS システムが
損傷を受ければ、小売業やサービス業のビジネスに甚大な影響を及ぼします。
システムがこのような状況に適切に対応できない場合、ESD の発生から恒久的
な損傷を受ける可能性があります。 
 
HP の POS システムは最大 4,000 ボルト（直接接触）および 8,000 ボルト（気中
接触）の ESD に耐える設計になっています。一般に、POS システムは最大
15,000 ボルトの気中接触放電に耐えることができます。これは、日常的に ESD
が発生している小売業またはサービス業の環境では特に重要です。 

BIOS の「電源喪失後の電源投入」 

店舗の停電に対応するため、HP POS システムの F-10 セットアップには「電源
喪失後の電源投入」機能があります。この設定を有効にしておくと、停電発生
時にシステムへの給電が自動的に再開され、オペレーティング システムを再起
動します。 
 
この機能は、最小限のスタッフで運営している遠隔地の POS システムを常にオ
ンにしておくような場合（セルフチェックアウトやキオスク、業務部門のサー
バー アプリケーションとして使用する場合）には特に重要です。 
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リテール向け耐性強化 
試験手法2 

無線周波数（RF）干渉 

無線周波数（RF）信号を使用するデバイスの急増により、これらの信号を互い
に干渉させないことが重要になりました。HP ではすべての POS システムにさ
まざまな RF 信号の試験を実施し、RF 干渉が原因でシステムのロックアップ
や、ブルー スクリーン、シャットダウンが発生しないことを確認しています。 
 
また、システムから放出される RF が、規制当局が定めている許容量を超えな
いことも確認しています。HP の POS システムはこれらを念頭に設計されてい
るため、ユーザーは POS システムへの障害や POS システムによる近隣の電気製
品への影響を意識せずに営業を続けることができます。 

保管時の温度 2 

すべての気候区分の保管または倉庫条件をシミュレートするために、電源を投
入していない HP POS システムを苛酷な温度環境にさらします。試験範囲は 
-40℃～60℃です。 
 
この試験の後、すべての内部システム コンポーネントを検査し、腐食が始まっ
ていないこと、または内部ヒート シンクのサーマル ペーストに劣化が発生して
いないことを確認します。この試験によって、システムが保管環境の苛酷な温
度条件の影響を受けていないことを確認しています。 
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リテール向け耐性強化 
試験手法2 

落下試験 2 

梱包箱に入れた HP POS システムの重量に応じて、76 cm または 91 cm の高さか
ら 19 回の落下試験を実施します。落下試験は出荷や取扱い時の発生事象をシ
ミュレートするものであり、フォーク リフトのパレットから積み荷が落ちる、
システムが梱包箱ごと棚から落下するといった事象を想定しています。 
 
システムがこの試験に合格（部品に損傷または脱落がなく、正常な起動が可能
で、システム ストレス試験も障害なく実施できる）した場合、一般的な出荷や
取扱い時のアクシデントに耐えられるものと判断しています。 

梱包試験 2 

梱包試験もシステムに損傷を与えかねない出荷や取扱い時の事象をシミュレー
トする試験です。トラックが横転する、フォークリフトのパレットから積み荷
が落ちるといった事象をシミュレートします。 
 
梱包試験では主に段ボール箱と緩衝材に注目します。システムがこの試験に合
格（部品に損傷または脱落がなく、正常な起動が可能で、システム ストレス試
験も障害やブルースクリーン、ロックアップ、再起動の発生なく実施できる）
した場合、梱包は適切な設計であり、出荷や取扱い時のアクシデントから POS
システムを守れるものと判断しています。 
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リテール向け耐性強化 
試験手法2 

動作振動 2 

すべての HP POS システムに動作振動試験を実施し、小売業およびサービス業
の環境（台車の上に設置される場合など）で発生する振動への耐性を確認しま
す。動作振動試験は 3 つの軸すべて（側面/側面、前面/背面、上面/下面）で実
施されます。試験中、障害やブルースクリーン、ロックアップ、再起動を発生
することなく、システムが電源オンの状態を維持すれば合格です。 

ランダム振動、台形波衝撃、正弦半波衝撃 2 

この試験では、激しい振動や衝撃にシステムが耐えられるかどうかを確認しま
す。この試験は動作振動試験と似ていますが、振動と衝撃の事象がランダムで
ある点が異なります。この試験では極端で非現実的な環境をシミュレートし 
ます。 
 
45 G の衝撃波にも耐えられる必要があります。この試験に合格、つまり、部品
に損傷または脱落がなく、正常な起動が可能で、システム ストレス試験も障害
やブルースクリーン、ロックアップ、再起動の発生なく実施できる場合、小売
業またはサービス業の環境での一般的な日常の衝撃や振動の事象に耐えられる
ものと判断しています。 
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リテール向け耐性強化 
試験手法2 

HALT（Highly Accelerated Life Test）2 

HP POS システムを振動と熱の加速シナリオでテストし、最初の障害発生ポイン
トを確認します。試験はステップ単位で実施します。POS システムがステップ
をパスするたびに振動と熱を加え、障害が発見されるまでステップを繰り返し
ます。 
 
それにより、振動および熱の限界までどれだけの余裕があるかが明らかになり
ます。POS システムが故障するまでにどれだけのストレスに耐えられるかを把
握できるため、確実な設計が可能になります。適当な余裕を確保し、エンド
ユーザーを障害に直面させないことが目標です。多くのユニットは 12〜17 Grm
の振動または 70℃ の熱を加えるまで障害が発生しません。障害が発生したポイ
ントをすべて評価し、許容できる障害なのか、設計を見直して改善すべきかの
判断を下します。 

Strife 試験（Stressful life 試験）2 

Strife 試験では、さまざまな電力負荷と時間の条件下でシステムに熱のストレス
をかけます。この試験では、極端な熱または電力負荷がかかる環境でも POS シ
ステムが正常に動作することを確認します。試験は、電力負荷と熱の負荷を条
件マトリックス内で容易に変更できるチャンバー内で実施し、4 つのすべての
コーナーとその中の組み合わせを確認します。 
 
4 つのコーナーはそれぞれ、高温/低電力、高温/高電力、低温/低電力、低温/高電
力に相当します。この試験では POS システムの信頼性と堅牢性が確認されます。 
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「リテール向け耐性強化」の 
さらなる強化 
HP POSシステムを含めたすべてのHP製品について、HPではさらに次のような試験、
検査、機能を利用して、設計、製造、試験を行い、製品の信頼性と耐久性を高め
ています。次のセクションでは、その内容が小売業およびサービス業の環境とど
のように関連するかについて説明します。 

SATA ケーブル試験 ID（TID） 

小売業またはサービス業の環境ではデータを保護することが何よりも重要にな
ります。そのため HP では、データ障害の軽減を図るため、POS システムの内
蔵ハードディスク ドライブとマザーボード間の接続を強化しています。SATA
ケーブルは単一障害ポイントになる可能性があるため、HP では採用する SATA
ケーブル サプライヤーを、シリアル ATA 組織に試験 ID（TID）が登録されてい
るサプライヤーに限定しています。 
 
シリアル ATA 組織には SATA ケーブルの構造と耐久性をチェックする標準のテ
ストスイートが用意されています。試験に合格すると、その SATA ケーブル サ
プライヤーに SATA 試験 ID（TID）が付与されます。この試験では、内部コネク
タの品質やコネクタの嵌合、表面挿入、斜め挿入、前面および背面傾斜力、
ケーブル圧着、分離などが検査されます。SATA ケーブルの TID を取得するには
この試験に合格する必要があり、HP では TID を付与されている SATA ケーブル
のみを採用しています。 

ソケット型コンポーネント 

HP POS システムの多くは極めて高い柔軟性と保守性を備えており、必要に応じ
て容易に拡張できるため、企業はビジネスの拡大に注力することができます。
たとえば HP Engage Flex Pro POS システムには、ソケット型のプロセッサー、メ
モリー、およびカード スロットが採用されており、アップグレード時の柔軟性
が高く、万が一部品の故障が発生してもすばやく容易に保守できます。 
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「リテール向け耐性強化」の 
さらなる強化 

アクティブ電圧自動補正（PFC） 

配電回路網には非効率性が多数存在します。これは電力回路が電力（電圧×電
流）を負荷に提供するために「作動」するためです。 
非効率性は負荷に蓄積されてソース（電源）に戻るエネルギーによって、また
は電源からの電流の波形を乱す非線形の負荷によって発生します。電圧自動補
正はこれらの非効率性を是正する能力です。2 種類の電圧自動補正がありま
す。アクティブ PFC とパッシブ PFC の 2 つです。パッシブ PFC は一般的で安価
なソリューションです。容量性フィルターのパッシブ ネットワークを AC 入力
に使用して、電力の非効率性を是正します。 
 
パッシブ PFC はアクティブ PFC ほど堅牢ではありません。AC 入力電圧を手動で
設定する必要があり、AC 入力が持つエネルギーをフル活用するわけではないた
めです。アクティブ PFC ではアクティブ回路を使用して電力の非効率性を是正
するため、配電の効率性を可能な限り高めることができます。「アクティブ」な
回路とは、高調波に対応でき、フル レンジの AC 入力電圧への対応能力がある
ことを意味します。その一方、パッシブ PFC では手動設定で制限のある範囲に
しか対応しません。 
 
つまり、アクティブ PFC ではより効率的な配電回路網を実現でき、エネルギーの
浪費を減らし、エネルギー コストを大幅に節約できます。すべての HP POS プ
ラットフォームにはアクティブ PFC で設計された電源装置が使用されています。 
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「リテール向け耐性強化」の 
さらなる強化 

電力降下試験 2 

時間によって電力条件が不安定になる店舗環境は珍しくなく、新興国では特に
顕著です。HP 電源装置は電力が 20%降下しても二次 UPS なしで動作し続ける
ことができます。設計上、90〜132 Vac で動作します。公称 115 Vac 電圧が 20%
降下すると 92 Vac になりますが、これは日本を除くすべての国の最低定格を上
回ります。日本の公称電圧は 90 Vac です。この地域については、HP 電源装置
が耐えられる電力降下は 10%です。このように、電力条件が不安定な環境でも
HP POS システムは安定して動作します。 

電力線試験 2 

電力線の条件は予期せず変動します。これは特に新興国では顕著です。そのた
め、HP では電力線の試験を実施しています。この試験では、不安定な AC 電源
シナリオ下でも POS システムが安定して動作することを確認します。さまざま
な温度下で次の AC 電圧：90 V/63 Hz、180 V/53 Hz、90 V/57 Hz、180 V/47 Hz、
132 V/63 Hz、264 V/53 Hz、132 V/57 Hz、264 V/57 Hz を使用して試験を実施しま
す。各 AC 電圧でシステムのストレス試験を実施し、各電圧でシステムが 8 時
間、障害やブルースクリーン、ロックアップ、再起動を発生することなく連続
動作すれば合格です。これにより、電力条件が不安定な環境でも HP POS シス
テムが安定して動作することを確認します。 

高度試験 2 

高度試験では HP POS システムが極端に高度な位置にあっても正常に動作する
ことを確認します。この試験は、高度 3,048 m（10,000 フィート）をシミュ
レートできるチャンバー内で実施されます。この高度で 100%最大電力負荷で
実験を実施します。ブルースクリーン、ロックアップ、再起動が発生した場合
は不合格です。 
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「リテール向け耐性強化」の 
さらなる強化 

ヒンジ サイクルおよび揺らぎ試験 2 

ヒンジ サイクル試験では、垂直位置試験と傾斜位置試験の両方を POS システム
で実施します。垂直位置試験では、10,000 サイクル回に対するユニットの支持
アームの信頼性をテストします。その後、ユニットに性能上の変化がないか、
または異常な音が発生しないかを確認します。傾斜位置試験では、10,000 サイ
クル回に対するユニットのヒンジの信頼性をテストします。その後、ユニット
に性能上の変化がないか、または異音が発生しないかを確認します。ユニット
は垂直位置と傾斜位置の両方の試験をクリアする必要があり、すべてのサイク
ルが終わるまで何の変化も認められず、ヒンジ保持力の低下が 15%未満であれ
ば合格です。 
 
揺らぎ試験では、ディスプレイ ヘッドを最小および最大の高さにして、さまざ
まな場所からディスプレイ ヘッドに力を加えます。各ポイントでユニットを
ベースから持ち上げるのに必要な力を計算し、リフトオフ値の 90%に等しい力
（ただし 8 N 以上）を、その入力ポイントの揺らぎ試験に使用します。揺らぎ
試験に合格するには、すべての試験ポイントの揺らぎが 1 秒未満である必要が
あります。 

音響試験 2 

ゆったりとした静かな環境での営業が必要な企業も存在します。このような環
境で最も敬遠されるのは、ファンの音が大きな POS システムです。そのため
HP では音響試験を実施して、内蔵のファンやハードディスク ドライブ、オプ
ティカル ドライブの音響レベルを最適化しています。HP BIOS には高度なアル
ゴリズムを実装しており、音響レベルを最適化するとともに、POS システムの
主要コンポーネントの熱の限界までの余裕を適切に保ちます。 
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「リテール向け耐性強化」の 
さらなる強化 

電気シグナル インテグリティ 2 

他の多くの電子デバイスと同じように、POS システムには重要な電気的イン
ターフェイスと回路が内蔵されています。HP では、マザーボード、電源ボード
およびライザー ボード上のすべての信号およびインターフェイスについてシグ
ナル インテグリティ試験を実施しています。シグナル インテグリティにはノイ
ズ測定、混信評価、設定/保留時間評価、信号のオーバーシュートとアンダー
シュート、リングバック、デューティー サイクル、ジッターなどが含まれま
す。各信号の電気的パラメーターをすべてテストし、結果を各種インターフェ
イス規格（PCI、PCI-express、SATA、USB、Powered USB、DDR、eSPI、PS/2、
UART、DMI、HDMI、DP、Type C）と比較します。 
 
電源シーケンス信号、熱信号、制御信号の動作も確認および検証しています。
電源レール ノイズ、電源レール マージン、クロックに加え、差動ペアのマージ
ンも測定します。 
すべての信号が仕様の範囲に収まらなければ、設計は却下されます。信号が仕
様の範囲に収まるまで設計を見直します。 

メモリー互換性試験 

サイズ、速度、キャッシュ レイテンシ、モデル、ベンダーが混在する状態を含
め、考えられるすべてのシステム メモリー構成で試験を実施し、どのようなシ
ステム内構成でもすべてのメモリーが適切に、障害やブルースクリーン、ロッ
クアップ、再起動を発生することなく動作することを確認します。障害が発生
した場合は根本原因を突き止め、設計を見直すか、メモリーのサプライヤーと
協力してメモリー モジュール設計を見直します。そのため HP の POS システム
はどのようなメモリーの組み合わせでも動作します。 
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「リテール向け耐性強化」の 
さらなる強化 

ネットワーク インターフェイス接続（NIC）IEEE 試験 2 

ネットワーク接続は多くの企業にとって必要不可欠なものであり、受注処理や
トランザクション処理に使用されています。NIC IEEE 試験では、160 m（525
フィート）のケーブルを介して良好なネットワーク接続とエンドツーエンドの
信号の完全性を得られることを確認します。すべてのシグナル インテグリティ
測定値がビット エラーなしで仕様の範囲に収まれば合格です。これにより、HP 
POS プラットフォームの店舗内での設置場所に制限がなくなり、配線が長く
なっても安定したネットワーク接続を得られるようになります。 

診断 

POS システムの万が一の障害発生に備え、HP では POS プラットフォームの設計
に、「BeepLED」と呼ばれる重大イベントの自己診断機能を含めています。この
機能によって企業や保守技術者は POS システムの重大障害をすばやく特定し、
ダウン タイムを最小限に抑えることができます。BeepLED があることで、障害
の発生を目と耳で知ることができます。障害が発生すると、一連のビープ音また
は点滅に合わせて電源 LED が赤く点滅し、ブザー/スピーカー音が発生します。 
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「リテール向け耐性強化」の 
さらなる強化 

診断 

この機能は、ブート/POST 時に動作し、次の内容をチェックします。 

カテゴリ 
メジャー/ 
マイナー コード
（仕様） 

説明 

BIOS 2.2 
BIOS のメイン領域（DXE）が破損し、利用で
きるリカバリ バイナリ イメージがない 

 2.3 
内蔵コントローラーのポリシーにより、
ユーザーがキー シーケンスを入力する必要
がある（SureStart） 

 2.4 

内蔵コントローラーがブート ブロックまた
は DXE のリカバリを実行している。DXE イ
メージをロードして DXE ケースにビデオを
取得するのに 10 秒ほどかかるため、この点
滅コードが必要（SureStart） 

ハードウェア 3.2 
内蔵コントローラーが、BIOS のメモリー初
期化からの復帰を待ってタイム アウトした 

 3.3 

内蔵コントローラーが BIOS のグラフィック
ス初期化からの復帰を待ってタイム アウト
した、またはグラフィックス アダプターが
見つからない、または内蔵パネルが接続さ
れていない（M-AiO） 

 3.4 
システム  ボードが電源の障害（クロー
バー）を示している* 
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「リテール向け耐性強化」の 
さらなる強化 

診断 

この機能は、ブート/POST 時に動作し、次の内容をチェックします。 

カテゴリ 
メジャー/ 
マイナー コード
（仕様） 

説明 

ハードウェア 3.5 
CPU が検出されない*またはサポートされて
いない 

 3.6 
有効に設定されている機能を CPU がサポー
トしていない（通常これは TXT にのみ適用
される） 

温度 4.2 CPU 過熱状態が検出された* 

 4.3 周囲温度の過熱状態が検出された 

 4.4 MXM 過熱状態が検出された 

システム  
ボード 

5.2 
内蔵コントローラーが有効なファームウェ
アを検出できない 

 5.3 
内蔵コントローラーが、BIOS を待ってタイ
ム アウトした 

 
 
5.4 

内蔵コントローラーが、BIOS のシステム 
ボード初期化からの復帰を待ってタイム ア
ウトした 
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「リテール向け耐性強化」の 
さらなる強化 

診断 

この機能は、ブート/POST 時に動作し、次の内容をチェックします。 

カテゴリ 
メジャー/ 
マイナー コード
（仕様） 

説明 

システム 
 ボード 

5.5 

内蔵コントローラーが、システム ヘルス タ
イマー、自動システム復旧タイマー、また
はその他の機構を使用してロック状態が検
出された後で、システムを再起動した 

 5.6 
システムが FDO 2 ピン ヘッダーのジャン
パーで電源オンになった 

 5.7 
ブーターが有効な内蔵コントローラー 
ファームウェアを検出できない 

デバッグ 6.x 
デバッグのみ - 開発チームがプロダクション 
リリース前に無効化する 

 6.3 
デバッグのみ - このプラットフォーム ID の
有効な SIO 構成テーブル（SIOCT）エントリ
が見つからない 

* ハードウェアによって開始されたイベントを示します。他のすべてのイベントは
BIOSによって制御されます 
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「リテール向け耐性強化」の 
さらなる強化 

セキュリティ 

繁忙を極める小売業またはサービス業の環境にセキュリティは欠かせません。
店舗管理者が POS システムの盗難や改ざんの不安を抱えずに済むように、すべ
ての HP POS システムはセキュリティを念頭に設計されています。たとえば、
各 HP POS システムはロック機能を備えており、ケンジントン ロック、ノーブ
ル ロックまたは南京錠を使用できます。ロック キットを使用すれば、POS シス
テムのフードを開けてシステムが簡単に盗まれるようなことはありません。ま
た、不正な改ざんを防ぐため、すべての USB ポートを F-10 セットアップで無
効にできます。F-10 セットアップでは「電源投入パスワード」と「F-10 セット
アップ パスワード」を設定できます。 
 
これらのパスワード機能を使用することで、POS システム内の重要なシステム
情報や CMOS 構成情報の担当者や他者による変更を防ぐことができます。 

デスク下/壁取付け用セキュリティ スリーブ 

デスク下/壁取付け用セキュリティ スリーブは、HP Engage Flex Mini リテール シ
ステム用に設計されています。この頑丈な、スチール製のスリーブは、RP5 
POS システムを邪魔にならない場所に設置して、貴重なカウンター スペースや
床スペースを自由に使えるようにすることを目的に設計されています。3 種類
のロック キット（ケンジントン ロック、ノーブル ロック、または南京錠）を
使用して、スリーブ内で POS システムをロックできます。 
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「リテール向け耐性強化」の 
さらなる強化 

Computrace 

POS システムには機密データが保存されることがあるため、これらのデータを
侵害や盗難から守ることが重要です。すべての HP POS システムでサポートさ
れている Computrace3 を機密データの保護ソリューションとして利用できま
す。すべての HP POS システムには Computrace をサポートするための BIOS コー
ドが含まれています。ただし、サブスクリプションとダウンロード可能ソフト
ウェアを absolute.com から入手する必要があります。Computrace を使用する
と、次のことが可能になります。 

 システムから盗まれたデータをリモートで削除し、アクセスされた機密デー
タの記録を取得します。 

 企業ネットワークの内外を問わず、リモートにあるコンピューターを正確に
追跡します。  

 機密データを危険にさらすファイル共有アプリケーションなど、未承認また
は不正なソフトウェアに関するアラートを入手します。 

着脱式ハードディスク ドライブ（オプション） 

HP では、POS システムのハードディスク ドライブに保存される機密データの
保護方法として、他のオプションも用意しています。着脱式ハードディスク ド
ライブを使用する方法です。Engage Flex POS システムはオプティカル ディスク 
ドライブの代わりに着脱式ハードディスク ドライブを使用できる設計になって
います。 
 
着脱式ハードディスク ドライブの特徴は耐火性とロック機能のあるスチール 
ケースです。その日の営業が終了したら、店舗のオーナーまたはマネージャー
が POS システムの電源を切り、ハードディスク ドライブをシステム前面から
フードを開けずに取り出します。ハードディスク ドライブをスチール ケースに
入ったままの状態で取り出し、安全な場所に保管するか、自宅に持ち帰って保
管できます。着脱式ハードディスク ドライブには、最大 3 台のハードディスク 
ドライブを Engage Flex POS システムに搭載できるというメリットもあります。 
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「リテール向け耐性強化」の 
さらなる強化 

RAID（Redundant Array of Independent Disks） 

通常、ユーザーはハードディスク ドライブや POS システムの故障に備え、POS
システムに保存されたデータを保護する必要があります。RAID（Redundant Array 
of Independent Disks）はデータ保護に利用できる比較的安価なバックアップ方法
です。RAID では複数のハードディスク ドライブを 1 つのストレージ領域（アレ
イ）として機能させることができ、次のようなメリットをもたらします。 

 データの冗長性によるバックアップ セキュリティ 
 ハードディスク ドライブへの読み込みおよび書き込みデータのストライピン

グによる速度向上 
注：受注構成のシステムの場合は RAID レベル 1 で出荷されます。RAID レベル 0 もサポートされていますが、お客様側で有効にしていただく必要が
あります。RAID レベル 5 もサポートされていますが、オプティカル ディスク ドライブの代わりに、オプションの着脱式ストレージ デバイスに搭載
されるオプションの他社製ハードディスク ドライブを使用する必要があります。 

IEEE 508（電子および情報技術のアクセシビリティ標準チェックリ
スト プラン） 

この試験プランにはリハビリテーション法第 508 条（2001 年 6 月 21 日）の政
府規制に製品を準拠させるためのチェックリストが含まれています。第 508 条
は「通常の操作」に適用され、初期セットアップ（ドライバーやアプリケー
ションのセットアップ）、初期構成、保守（デスクトップ管理など）、診断、修
復タスク、部品の追加または交換は含まれません。この試験では、特定の障害
（聴覚障害、視覚障害、色覚異常）を持つ方がハードウェアとソフトウェアを
使用できることを確認します。 
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HP POSシステム 
HP POSの現在のポートフォリオを紹介します。各製品のリンクをクリックすると、
詳細が表示されます。 

画像 説明 

 

HP Engage One Essential All-in-One システムは柔軟性と耐久
性に優れたファンレスのシステムで、IP54 の認定を受け
ています。完全密閉型で粉じんや液体の侵入を許さず、ス
タイリッシュなパッケージにすべてが収容されています。
Intel®Celeron®または Pentium®プロセッサーはさまざま
な性能、消費電力、および価格を組み合わせて展開してい
ます。導入のための取り付けオプションも多数あります。 

 

HP Engage Flex Mini は構成の自由度が高く、独自のビジネ
スに合わせたシステム設計が可能です。ストレージ、メモ
リー、プロセッサーのオプションを豊富に取り揃えていま
す。構成可能な 2 つの I/O ポートで周辺機器を接続できる
ため、さらにカスタマイズが可能です。 

 

HP Engage Flex Pro G2 はモジュラー型のリテール システム
です。拡張可能で構成の自由度が高く、柔軟性に優れてい
ます。既存環境を維持しながらの導入が簡単で、オペレー
ティング  システムや Intel プロセッサー、ストレージ
（SATA または M.2）の選択肢があり、工具なしでメディ
アおよびメモリーにアクセスできます。 

 

HP Engage Go 10 および HP Engage Go 13.5 コンバーチブル 
システムは、今日の要求の厳しいビジネス環境に対応して
います。All-in-One システムからモバイル タブレットに簡
単に切り替えることもできます。耐久性と安全性に優れ、
サイズも理想的です。必要なオプション製品を統合できる
ため、場所や方法を問わずシームレスにビジネスを遂行で
きます。 

 



テクニカル ホワイト ペーパー | HP POS 38 

HP POSシステム 
HP POSの現在のポートフォリオを紹介します。各製品のリンクをクリックすると、
詳細が表示されます。 

画像 説明 

 

HP Engage One All-in-One システムは、小売業およびサービ
ス業における利用環境のニーズに特化したシステムです。
安全性、耐久性、柔軟性を考慮した合理的な設計で、オプ
ション部品のエコシステムにより多様性を提供します。 
また、カラーを選ぶこともできます。 

 

HP Engage One Pro All-in-One システムは、スタイリッシュで
ありながら耐久性を備えた設計になっています。強力な演
算能力と豊富な導入オプションがあり、お客様特有のニー
ズに合わせてカスタマイズが可能です。HP の「Total Test 
Process」および「MIL-STD-810」テストに合格しており、
陽極処理された頑丈なアルミニウム シャーシは液体の流れ
を製品内部に侵入させない防水性を実現しています。 

 

HP Engage Express セルフサービス キオスクは、スタイ
リッシュな省スペース設計で強力なセルフサービス コン
ピューティングを提供します。卓上型または自立型、3 種
類の画面サイズ、および縦型または横型から選択できま
す。 

1. プリント基板および基板積層に含まれる総ハロゲンは1,500 ppm未満で、含有塩素は最大900 ppm、含有臭素は最大900 ppmでなければなりません。そ
の他のコンポーネント内のプラスチックに含まれる臭素は1,000 ppm未満（臭素源がBFRの場合）または塩素が1,000 ppm未満（塩素源が塩化難燃剤、PVC、
またはPVC共重合体である場合）でなければなりません。 
2. HP試験の結果は、これらの試験条件下での将来の性能を保証するものではありません。HP試験の条件下での損傷、またはその他の偶発的な損傷につい
ては、オプションのHP Care Packアクシデント サポートが必要です。 
3. Computraceエージェントはオフの状態で出荷されます。サブスクリプションの購入時にお客様自身でアクティブ化していただく必要があります。サブスク
リプションは1～4年の契約条件で購入いただけます。サービスには制限があります。米国外での利用可否についてはAbsolute社に確認してください。Absolute 
Recovery Guaranteeは限定保証です。一定の条件が適用されます。詳細については、https://www.absolute.com/platform/editions/ （英語）をご覧ください。Data 
Deleteは、Absolute Software社が提供するオプションのサービスです。これを使用した場合、Recovery Guaranteeは無効になります。Data Deleteサービスを利用
する場合は、Pre-Authorization agreementに署名し、1つ以上のRSA SecurIDトークンをAbsolute社から購入していただく必要があります。 
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